
１－３　着色について

ワックス自体の色は白や透明のものが多く、市販されている色付きのキャンドルは顔料か染料によって

着色されていることになります。ここでは顔料と染料の特徴とメリット・デメリットを勉強していきます。

水や油に完全に溶け混む「染料」、微細な粒子が溶け込まずに混ざり合う「顔料」

◆染料のメリット・・・ ワックスに完全に溶け混む。

着色による芯の目詰まりが起きにくいため、濃い色合いのキャンドルが作れる。

　　　デメリット・・・ 太陽の光や蛍光灯の光が原因で色落ち（色褪せ）や色移りがおきる。

◆顔料のメリット・・・ 発色が良く少しの顔料で濃い色が付く。日光や蛍光灯による色褪せがあまり無い。

　　　デメリット・・・ ワックスに完全に溶けず、微細な粒子が混ざって色が付いているように見えるだけ

なので、顔料を大量に使ったキャンドルを作った場合、ワックスだけが燃焼し

一緒に吸い上げられた顔料の粒子が芯に溜まっていく。

最終的にはワックスの吸い上げを邪魔し、炎が消える原因となる。（芯の目詰まり）

←液体ロウ（装飾用）

ワックスに入れずに、出来上がったキャンドルの側面に

装飾するためのもの。

アクリル絵具でも良いが、キャンドル用に開発されたもの

なので、燃え残りがより少ない。

（ROCAcandle では文字刻印に使用　※ＭＡＳＴＥＲコース）
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